



























た透明アクリルの箱（W10 × H13 × D15cm）で
ある。水は飼育箱部分で自由に与えた。
　今年度は，今まで用いてきた反応用レバーに加
えて，中央に試行開始用のレバーを増やした。各
試行は，中央のレバーへの反応によって開始され
るようにした。
　学習実験課題：マウスは，餌を得るため，中央
のレバーを押してから，VR ８（レバー押し平均
８回に対して餌１個を与える）で，右側レバーと
左側レバーを交互に押さなくてはならない。ま
た，レバーを押す時間間隔は，短いフェーズと，
長いフェーズに分け，短いフェーズでは１秒間以
内，長いフェーズでは５秒間以上から８秒間以内
とした。短いフェーズから長いフェーズへの移行
はランダムに行い，LED の光を信号刺激として
交代した。
実験の結果と考察
　今回の課題では，中央レバーへの反応の後，反
応すべきレバー位置の交替は早期に学習可能で
あった。平均的なレバー押し反応数は，左右それ
ぞれ 300 回程度であり，誤反応数は徐々に減少
していった。今後，中央レバーへの反応後の時間
を増加させて，記憶を含めた学習能力を測定する
予定である。
「マウスを用いた脳の機能異常に関する研究」
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